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○まつもと市民芸術館条例 

平成１５年１０月２９日 

条例第４５号 

改正 平成１７年１２月２１日条例第１９５号 

平成１９年３月１４日条例第７号 

平成２６年３月１４日条例第１１号 

（目的） 

第１条 この条例は、市民福祉の増進と市民自らが文化芸術を創造し、享受できる場を提供

することにより、本市の文化芸術の振興を図るため、地方自治法（昭和２２年法律第６７

号。以下「法」という。）第２４４条の２の規定に基づき、まつもと市民芸術館（以下「市

民芸術館」という。）の設置及び管理等について必要な事項を定めることを目的とする。 

（名称及び位置） 

第２条 市民芸術館の名称及び位置は、次のとおりとする。 

名称 位置 

まつもと市民芸術館 松本市深志３丁目１０番１号 

（指定管理者による管理） 

第３条 市民芸術館の管理は、法第２４４条の２第３項の規定により、指定管理者（同項に

規定する指定管理者をいう。以下同じ。）にこれを行わせるものとする。 

２ 指定管理者は、松本市公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例（平成１５年条

例第４６号）第３条第１項各号のいずれにも該当し、かつ、文化芸術の振興を図るため必

要な能力及び実績を有するものとする。 

（指定管理者が行う業務） 

第４条 指定管理者は、次に掲げる業務を行うものとする。 

（１） 市民芸術館の利用の許可に関する業務 

（２） 市民芸術館の施設及び設備（以下「施設等」という。）の維持管理に関する業務 

（３） 舞台芸術等の創造活動の普及、振興のため実施する事業に関する業務 

（４） 前３号に掲げるもののほか、市民芸術館の運営に関する事務のうち、市長のみの

権限に属する事務を除く業務 

（開館時間等） 

第５条 市民芸術館の開館日及び開館時間は、次のとおりとする。 

（１） 開館日 通年 
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（２） 開館時間 午前８時３０分から午後１０時まで 

２ 前項の規定にかかわらず、指定管理者は、必要があると認めるときは、市長の承認を得

て臨時に休館し、又は開館時間を変更することができる。 

（入館の制限） 

第６条 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当するときは、入館を拒絶し、又は退館を

命ずることができる。 

（１） 施設等を損傷し、又は滅失するおそれがあると認められるとき。 

（２） 公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害するおそれがあると認められるとき。 

（３） 他人に迷惑を及ぼし、又は迷惑になるおそれがあると認められるとき。 

（４） 第１５条の規定に違反したとき。 

（５） 前各号に掲げるもののほか、指定管理者が特に不適当と認めるとき。 

（利用の申請及び許可） 

第７条 施設等を利用しようとする者は、あらかじめ指定管理者に申請し、許可を受けなけ

ればならない。許可を受けた事項を変更し、又は取消しをしようとするときも、同様とす

る。 

（利用の制限） 

第８条 指定管理者は、第６条各号のいずれかに該当すると認めるときは、施設等の利用の

許可をしないことができる。 

２ 指定管理者は、施設等の利用の許可をするときは、市民芸術館の管理上必要な条件を付

すことができる。 

（利用の停止等） 

第９条 指定管理者は、第７条の許可を受けた者（以下「利用者」という。）が次の各号の

いずれかに該当するときは、許可した事項を変更し、又は施設等の利用を停止し、若しく

は許可を取り消すことができる。この場合において、利用者に生じた損害に対しては、指

定管理者はその責を負わない。 

（１） 利用者がこの条例又はこの条例に基づく規則若しくは指定管理者の指示した事項

に違反したとき。 

（２） 利用者が許可を受けた利用の目的以外に施設等を利用したとき。 

（３） 利用者が許可の申請書に偽りの記載をし、又は不正の手段によって許可を受けた

とき。 

（４） 前３号に掲げるもののほか、指定管理者が特に不適当と認めたとき。 
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（利用権の譲渡等の禁止） 

第１０条 利用者は、市民芸術館の利用の権利を他人に譲渡し、又は転貸してはならない。 

（利用料金等） 

第１１条 利用者は、第７条の許可を受けたときに施設等の利用に係る料金（以下「利用料

金」という。）を指定管理者に支払わなければならない。ただし、指定管理者が特別な理

由があると認めたときは、この限りでない。 

２ 市長は、指定管理者に利用料金を当該指定管理者の収入として収受させるものとする。 

（利用料金の承認等） 

第１２条 利用料金は、別表第１、別表第２及び別表第３に掲げる額の範囲内において、指

定管理者があらかじめ市長の承認を得て定めるものとする。利用料金を変更するときも、

同様とする。 

２ 市長は、前項の承認の申請があった場合において、当該申請に係る利用料金が次に掲げ

るものと認めたときは、当該申請を承認するものとする。 

（１） 他の類似施設等の利用料金に比較して著しく均衡を失うものでないこと。 

（２） 第４条に規定する業務を適切に運営するために必要な費用に照らし、妥当なもの

であること。 

（３） 特定の利用者に対して不当な差別的扱いをするものでないこと。 

３ 市長は、前項の規定により利用料金の承認をしたときは、速やかに承認をした利用料金

を公告するものとする。 

４ 指定管理者は、第１項の規定により利用料金を定めたときは、速やかに市民芸術館にお

いて公衆の見やすいように掲示しなければならない。 

（利用料金の減免） 

第１３条 指定管理者は、特別な理由があると認めるときは、利用料金を減免することがで

きる。 

（利用料金の還付） 

第１４条 既に納めた利用料金は、還付しない。ただし、指定管理者は、特別な理由がある

と認めるときは、その一部又は全部を還付することができる。 

（行為の禁止） 

第１５条 利用者は、指定管理者の許可を得ないで次に掲げる行為をしてはならない。 

（１） 施設等の原状を変更すること。 

（２） 指定された場所以外での飲食、喫煙及び火気を使用すること。 
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（３） 物品の販売その他これに類すること。 

（４） 広告又はこれに類するはり紙等を表示すること。 

（５） 前各号に定めるもののほか、指定管理者が不適当と認めること。 

（原状回復義務） 

第１６条 利用者は、施設等の利用を終了したとき、又は第９条の規定により利用を停止し、

若しくは利用の許可を取り消されたときは、直ちに施設等を原状に回復しなければならな

い。ただし、指定管理者の承認を得たときは、この限りでない。 

２ 利用者が前項の義務を履行しないときは、市長がこれを代行し、その費用を利用者から

徴収する。 

（損害賠償等） 

第１７条 利用者等は、施設等を損傷し、又は滅失したときは、これを原状に回復し、又は

その損害を市に賠償しなければならない。ただし、市長が特別な理由があると認めるとき

は、この限りでない。 

２ 前条第２項の規定は、利用者等が前項の義務を履行しない場合に準用する。 

（廃止） 

第１８条 市民芸術館を廃止しようとするときは、議会において出席議員の３分の２以上の

者の同意を得なければならない。 

（委任） 

第１９条 この条例の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例の施行期日は、別に規則で定める。 

（平成１６年規則第３号で平成１６年３月１６日から施行） 

（準備行為） 

２ 施設等を利用する利用者への許可に関する手続きその他この条例を施行するために必

要な準備行為は、この条例の施行前においても行うことができる。 

附 則（平成１７年１２月２１日条例第１９５号） 

この条例は、平成１８年２月１日から施行する。 

附 則（平成１９年３月１４日条例第７号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成１９年４月１日から施行する。 
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（経過措置） 

２ この条例による改正後のまつもと市民芸術館条例の規定は、この条例の施行の日（以下

「施行日」という。）以後の申請に係るものから適用し、施行日前の申請に係るものにつ

いては、なお従前の例による。 

附 則（平成２６年３月１４日条例第１１号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２６年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例による改正後の別表第１及び別表第２の規定は、この条例の施行の日（以下「施

行日」という。）以後の利用に係る利用料金で施行日以後に支払うものから適用し、施行

日以後の利用に係る利用料金で施行日前に支払うもの及び施行日前の利用に係る利用料

金で施行日以後に支払うものについては、なお従前の例による。 

別表第１（第１２条関係） 

施設 

（１） 主ホール及び小ホール 

利用区分 午前 午後 夜間 午前～午後 午後～夜間 全日 

８：３０～１

２：３０ 

１３：００

～１７：０

０ 

１８：００

～２２：０

０ 

８：３０～

１７：００ 

１３：００

～２２：０

０ 

８：３０～

２２：００ 

主

ホ

ー

ル 

Aタイプ 平日 円 

３０，８５０ 

円 

４３，２０

０ 

円 

５２，４５

０ 

円 

７０，３４

０ 

円 

９０，８６

０ 

円 

１１３，８

５０ 

休日

等 

４０，１１０ ５６，１６

０ 

６８，１９

０ 

９１，４５

０ 

１１８，１

３０ 

１４８，０

１０ 

Bタイプ 平日 ２７，９７０ ３９，１８

０ 

４７，５２

０ 

６３，７９

０ 

８２，３６

０ 

１０３，２

００ 

休日

等 

３６，３００ ５０，９１

０ 

６１，８１

０ 

８２，８４

０ 

１０７，０

８０ 

１３４，１

１０ 

Cタイプ 平日 ２３，３４０ ３２，７０

０ 

３９，８０

０ 

５３，２３

０ 

６８，８７

０ 

８６，２５

０ 

休日 ３０，４４０ ４２，５８５１，７３６９，３６８９，５９１１２，２
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等 ０ ０ ０ ０ ７０ 

Dタイプ 平日 ２０，５７０ ２８，８０

０ 

３４，９７

０ 

４６，９０

０ 

６０，５８

０ 

７５，９０

０ 

休日

等 

２６，７４０ ３７，４４

０ 

４５，４６

０ 

６０，９７

０ 

７８，７５

０ 

９８，６７

０ 

Eタイプ 平日 １９，４４０ ２７，１５

０ 

３３，０１

０ 

４４，２６

０ 

５７，１５

０ 

７１，６４

０ 

休日

等 

２５，２００ ３５，３８

０ 

４２，９９

０ 

５７，５５

０ 

７４，４５

０ 

９３，２１

０ 

Fタイプ 平日 １６，５６０ ２３，１４

０ 

２８，１８

０ 

３７，７１

０ 

４８，７５

０ 

６１，０９

０ 

休日

等 

２１，４９０ ３０，１３

０ 

３６，６１

０ 

４９，０３

０ 

６３，４０

０ 

７９，４０

０ 

Gタイプ 平日 １５，６３０ ２１，９０

０ 

２６，６４

０ 

３５，６５

０ 

４６，１１

０ 

５７，７５

０ 

休日

等 

２０，３６０ ２８，５９

０ 

３４，６６

０ 

４６，５０

０ 

６０，０８

０ 

７５，２４

０ 

Hタイプ 平日 １２，８５０ １８，００

０ 

２１，８０

０ 

２９，３０

０ 

３７，８１

０ 

４７，３８

０ 

休日

等 

１６，６６０ ２３，３４

０ 

２８，３８

０ 

３８，００

０ 

４９，１３

０ 

６１，５４

０ 

実験劇場 平日 １２，８５０ １８，００

０ 

２１，８０

０ 

２９，３０

０ 

３７，８１

０ 

４７，３８

０ 

休日

等 

１６，６６０ ２３，３４

０ 

２８，３８

０ 

３８，００

０ 

４９，１３

０ 

６１，５４

０ 

小ホール 平日 ４，１１０ ５，７６０ ６，９９０ ９，３７０ １２，１１

０ 

１５，１７

０ 

休日

等 

５，３４０ ７，４００ ９，０５０ １２，１０

０ 

１５，６２

０ 

１９，６１

０ 

備考 
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１ 表中に規定する「休日等」とは、土曜日、日曜日及び国民の祝日に関する法律（昭

和２３年法律第１７８号）に規定する休日をいい、平日とはそれ以外の日をいう。 

２ 入場料又はこれに類するもの（以下「入場料等」という。）を徴収しないで施設を

利用する場合で営業のために利用するときの利用料金は、当該区分に定める額の１０

０分の１６０に相当する額とする。 

３ 入場料等を徴収して施設を利用するときの利用料金は、次のとおりとする。この場

合において、入場料等の金額に複数の区分があるときは、入場料等の最高の金額を当

該入場料等とする。 

入場料等の金額 利用料金 

１，０００円以下 当該区分に定める額の１００分の１３０に相当する額 

１，０００円超～３，０

００円以下 

当該区分に定める額の１００分の１６０に相当する額 

３，０００円超～５，０

００円以下 

当該区分に定める額の１００分の１９０に相当する額 

５，０００円超 当該区分に定める額の１００分の２３０に相当する額 

４ 専ら練習、準備又は撤収のために利用するときの料金は、当該区分に定める額（前

２項に該当する場合は、それぞれの規定により算出した額）の１００分の７０に相当

する額とする。 

５ 開館時間内に、利用の許可を受けた時間を超過又は繰り上げて利用するときの利用

料金は、超過又は繰上げ時間１時間につき、許可を受けた当該区分に定める額（第２

項又は第３項に該当する場合は、それぞれの規定により算出した額）の１時間当たり

の額の１００分の１２０に相当する額とする。 

６ 開館時間以外に利用する場合の利用料金は、１時間につき、その利用が３時から８

時３０分までのときは午前の、２２時から翌日の３時までのときは夜間の、それぞれ

の区分に定める額（第２項又は第３項に該当する場合は、それぞれの規定により算出

した額）の１時間当たりの額の１００分の１２０に相当する額とする。 

７ 前５項の規定により算出した額（施設を複数利用する場合は当該利用料金の合計

額）に１０円未満の端数金額があるときは、その端数金額を切り捨てるものとする。 

（２） 附属施設 

利用区分 午前 午後 夜間 午前～午後 午後～夜間 全日 

８：３０～１１３：００～１８：００～８：３０～１３：００８：３０～
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２：３０ １７：００ ２２：００ １７：００ ～２２：０

０ 

２２：００ 

主

ホ

ー

ル 

小楽屋（大 

１室） 

円 

１，２３０ 

円 

１，７４０ 

円 

２，０５０ 

円 

２，８２０ 

円 

３，６００ 

円 

４，５１０ 

小楽屋応接室 １，５４０ ２，１６０ ２，６７０ ３，５１０ ４，５８０ ５，７３０ 

小楽屋（小 

１室） 

１，０２０ １，４４０ １，７４０ ２，３３０ ３，０２０ ３，７８０ 

中楽屋（１室） １，５４０ ２，１６０ ２，６７０ ３，５１０ ４，５８０ ５，７３０ 

大楽屋（１室） ２，５７０ ３，６００ ４，４２０ ５，８６０ ７，６１０ ９，５３０ 

スタッフ室 １，５４０ ２，１６０ ２，６７０ ３，５１０ ４，５８０ ５，７３０ 

メイク・ウィ

ッグ室 

１，５４０ ２，１６０ ２，６７０ ３，５１０ ４，５８０ ５，７３０ 

衣装室 １，５４０ ２，１６０ ２，６７０ ３，５１０ ４，５８０ ５，７３０ 

染色室 １，５４０ ２，１６０ ２，６７０ ３，５１０ ４，５８０ ５，７３０ 

シャワー室 １，０２０ １，４４０ １，７４０ ２，３３０ ３，０２０ ３，７８０ 

小

ホ

ー

ル 

小楽屋（１室） １，０２０ １，４４０ １，７４０ ２，３３０ ３，０２０ ３，７８０ 

大楽屋（１室） １，５４０ ２，１６０ ２，６７０ ３，５１０ ４，５８０ ５，７３０ 

そ

の

他

の

施

設 

大リハーサル

室 

３，６００ ５，０４０ ６，１７０ ８，２００ １０，６４

０ 

１３，３２

０ 

中リハーサル

室 

２，５７０ ３，６００ ４，４２０ ５，８６０ ７，６１０ ９，５３０ 

控室 １，０２０ １，４４０ １，７４０ ２，３３０ ３，０２０ ３，７８０ 

会議室 ２，０５０ ２，８８０ ３，４９０ ４，６８０ ６，０５０ ７，５７０ 

スタジオ ２，５７０ ３，６００ ４，４２０ ５，８６０ ７，６１０ ９，５３０ 

造形スタジオ ２，０５０ ２，８８０ ３，４９０ ４，６８０ ６，０５０ ７，５７０ 

AVスタジオ １，５４０ ２，１６０ ２，６７０ ３，５１０ ４，５８０ ５，７３０ 

スペース貸切

（１m２当た

１００ １００ １００ ２００ ２００ ３００ 
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り） 

備考 

１ 開館時間内に、利用の許可を受けた時間を超過又は繰り上げて利用するときの利用

料金は、超過又は繰上げ時間１時間につき、許可を受けた当該区分に定める額の１時

間当たりの額の１００分の１２０に相当する額とする。 

２ 開館時間以外に利用する場合の利用料金は、１時間につき、その利用が３時から８

時３０分までのときは午前の、２２時から翌日の３時までのときは夜間の、それぞれ

の区分に定める額の１時間当たりの額の１００分の１２０に相当する額とする。 

３ その他の施設を営業のために利用するときの利用料金は、当該区分に定める額の１

００分の１６０に相当する額とする。 

４ 前３項の規定により算出した額（附属施設を複数利用する場合は当該利用料金の合

計額）に１０円未満の端数金額があるときは、その端数金額を切り捨てるものとする。 

（３） 駐車場 

車種 利用区分 金額 

普通自動車及び軽自動車   円 

１日（１回） １台 ５１０ 

月の初日から当該月の末日まで １台 １０，８００ 

備考 １日とは、午前８時３０分から午後１１時までをいう。 

別表第２（第１２条関係） 

冷暖房 

区分 単位 金額 

主ホー

ル 

Aタイプ １時間 円 

６，４８０ 

Bタイプ ５，８６０ 

Cタイプ ４，９３０ 

Dタイプ ４，３２０ 

Eタイプ ４，１１０ 

Fタイプ ３，４９０ 

Gタイプ ３，２９０ 

Hタイプ ２，６７０ 
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実験劇場 １，３３０ 

小ホール ８２０ 

別表第３（第１２条関係） 

附属設備 

区分 金額 

附属設備を利用する場合 市長が別に定める額 

 


